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受 理 番 号 陳情第９１号 

件 名 
広島高速１号線「温品～間所」区間の料金改定に関する慎重な検

討を求めることについて 
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現在、広島高速道路公社において、広島高速道路の料金体系の見

直しが検討されており、広島高速１号線の温品～間所区間について、

普通車料金を現行の１００円から３２０円とする料金案が示されて

いる。広島高速道路の整備・維持管理に必要な費用を利用者が負担

することについては理解している。しかし、温品～間所区間を含む

安芸府中道路は、昭和６１年（１９８６年）３月２５日に一般有料

道路として供用開始され、その後、平成９年（１９９７年）１０月

１日に広島高速道路公社へ移管されたという、独自の事業経緯を持

っている。したがって、今回の料金改定については、現在の広島高

速道路全体の料金体系だけではなく、安芸府中道路についてこれま

で市民・利用者がどの程度の負担をしてきたのか、現在どのような

費用負担が残っているのかを確認した上で、料金の妥当性を判断す

る必要があると考える。現行の１００円から３２０円という単純計

算で３倍を超える大幅な料金変更については、単に料金体系を統一

するという説明だけではなく、「なぜこの区間について３２０円が

必要なのか。」を具体的な数字によって市民・利用者に対して十分

な説明がなされることが必要である。 

広島市民にとって、高速道路料金は日常的な通勤・通学、物流、

企業活動等にも関係する重要な負担である。特に温品～間所区間は、

並走する県道温品通りの朝夕のひどい混雑を緩和する機能も担って

おり、料金改定により渋滞緩和機能が損なわれて、今以上にバスの

定時運行も難しくなり、市民生活に甚大な影響が出ることが予想さ

れる。 

１９８６年から現在までの事業費、料金収入、償還状況及び現在

の未償還額を明らかにすることは、今回の料金改定の妥当性を判断

する上で重要な資料となる。 

本陳情は、広島高速道路の整備そのものに反対するものではない。

市民・利用者が納得できる根拠に基づいて料金を決定し、必要以上

の負担を求めないよう求めるものである。 

以上の理由から、適切な対応を図っていただくよう、下記の事項

を陳情する。 
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記 

 

１ 温品～間所区間の料金改定について、十分な検証を行った上で

判断すること。 

  広島高速道路公社から料金改定について同意を求められた場合

には、安芸府中道路の建設・償還経緯、現在の財務状況及び料金

算定根拠について十分な確認・検証を行った上で判断することを

求める。特に、現行の１００円から３２０円への大幅な料金変更

については、その必要性と根拠が明確に示されることを求める。 

２ 安芸府中道路の当初計画と現在までの償還状況を明らかにする

こと。 

  安芸府中道路について、当初の事業費、当初の料金設定、当初

の料金徴収期間・償還計画、１９８６年から１９９７年までの料

金収入及び償還状況、１９９７年の広島高速道路公社への移管時

の未償還額、移管後の償還状況、現在の未償還額について、可能

な限り具体的な資料を公開し、市民が確認できるようにすること

を求める。 

３ 現行の１００円から３２０円への料金変更の算定根拠を明確に

すること。 

  温品～間所区間について、現行の１００円から３２０円とする

根拠について、どのような費用を、どのような計算方法によって

利用者負担額に反映したのかを明確にすることを求める。さらに、

現行の１００円を維持した場合に、広島高速道路全体の収支・償

還計画に年間どの程度の影響が生じるのかについても、具体的な

数値を示すことを求める。 

４ 料金プールによる費用負担関係を明確にすること。 

広島高速道路の料金体系において複数路線を一体的に扱う料金

プールの考え方が採用されていることを踏まえ、温品～間所の利

用者が支払う料金が、他の路線の建設・維持管理・修繕等にどの

程度充当されるのかを、可能な限り金額又は割合で明らかにする

ことを求める。 

５ 検証結果を踏まえ、現行料金の１００円を基本として再検討す

ること。 

  上記の検証を踏まえ、温品～間所区間については、安芸府中道

路の歴史的な事業経緯と、これまで市民・利用者が負担してきた
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要 旨 
料金を考慮し、現行料金の１００円を維持することを基本として、

今回の料金案を再検討することを求める。 

 


